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登山道荒廃状況および宿泊地利用状況調査サイト広報のお願い 

 

拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

 日頃より当会、当研究室の活動へのご協力に感謝いたします。昨年に引き続き、表記の

情報投稿サイトを開設し、登山者に広く情報提供を呼びかけたいと考えております。昨年

とは異なり、登山道と、宿泊地のサイトを一つにまとめ、山守隊のホームページ内で、収

集した情報の公開も行っていこうと考えております。 

 つきましては、みなさまには本取り組みの趣旨をご理解いただき、登山者のみなさまへ

の広報にご協力いただきたく、お願いする所存です。登山者の立寄先各所への別紙のチラ

シの掲示、配付や、みなさまのホームページ等へのリンクの掲載などご検討いただけます

と幸いです。 

 収集されましたデータにつきましては、登山道情報交換会を通して、共有させていただ

きたく考えております。 
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060-8589 札幌市北区北9条西9丁目 電話&FAX 011-706-2452 

電子メール tetsu@res.agr.hokudai.ac.jp 

  

資料 ６ 



「やまレポ大雪山」で、登山道の荒廃、避難小屋と

野営地の利用状況の情報収集にご協力下さい！！ 

 

 

 わが国最大の山岳国立公園である大雪山国立公園には約300kmの歩道があ

りますが、オーバーユースや気候変動の影響による荒廃がみられます。 

 避難小屋と野営指定地は、老朽化によって今後の維持管理や補修が課題と

なっています。その多くが無人で、利用実態も把握されていません。 

 

 美しい大雪山を守り、将来の世代にわたって登山を楽しむためには、現状

の把握と対策が求められています。 

 登山の際に気づいたこと，撮影した写真，体験したことから，登山道の荒

廃状況、避難小屋と野営地の利用状況の投稿をお願いします。 

 

 

スマホやタブレット，コンピューターから、簡単に投稿できます。結果は地

図に反映し、便利な登山道情報とともに「大雪山山守隊」のホームペー

ジでご覧いただけます。 

 

 

 

https://arcg.is/0Tzfn4 
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